
10

20

JP 7121011 B2 2022.8.17

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7121011号

(P7121011)
(24)登録日　令和4年8月8日(2022.8.8)(45)発行日　令和4年8月17日(2022.8.17)

(54)【発明の名称】　２つの締付穴を有する割出し可能な片面の切削インサート、およびこのようなインサート 
を含む切削工具

(51)国際特許分類
　   Ｂ２３Ｃ 5/22 (2006.01)
　   Ｂ２３Ｃ 5/10 (2006.01)

ＦＩ
　Ｂ２３Ｃ 5/22 　　　　 　　　
　Ｂ２３Ｃ 5/10 　　　Ｄ 　　　

(21)出願番号　 特願2019-534097(P2019-534097)
(86)(22)出願日　 平成30年1月7日(2018.1.7)
(65)公表番号　 特表2020-505237(P2020-505237 

A)
(43)公表日　 令和2年2月20日(2020.2.20)
(86)国際出願番号　 PCT/IL2018/050021
(87)国際公開番号　 WO2018/138715
(87)国際公開日　 平成30年8月2日(2018.8.2)

審査請求日　 令和2年11月11日(2020.11.11)
(31)優先権主張番号　15/418,849          
(32)優先日　 平成29年1月30日(2017.1.30)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

米国(US)

(73)特許権者　 514105826
イスカル  リミテッド
イスラエル国，テフェン  ２４９５９， 
ピー．オー．ボックス  １１

(74)代理人　 100079108
弁理士　稲葉  良幸

(74)代理人　 100109346
弁理士　大貫  敏史

(74)代理人　 100117189
弁理士　江口  昭彦

(74)代理人　 100134120
弁理士　内藤  和彦

(72)発明者　 エルカヤム  サギ
イスラエル国  ２７２５５０３  ハイファ  
ヤスミン  ストリート  ４

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 割 出 し 可 能 な 片 面 の 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） で あ っ て 、
　 反 対 側 に あ る 上 面 （ ２ ２ ） と 下 面 （ ２ ４ ） で あ っ て 、 周 囲 側 面 （ ２ ６ ） が そ れ ら の 間 に  
延 在 し 、 中 心 軸 線 （ Ａ Ｃ ） が そ れ ら を 通 過 し 、 互 い に 異 な る 形 状 を 有 す る 上 面 （ ２ ２ ） お  
よ び 下 面 （ ２ ４ ） と 、
　 前 記 上 面 （ ２ ２ ） と 前 記 下 面 （ ２ ４ ） と の 間 に 延 在 し そ れ ら に 開 口 す る 第 １ お よ び 第 ２  
の 締 付 穴 （ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ ） で あ っ て 、 第 １ お よ び 第 ２ の 穴 軸 線 （ Ａ Ｂ １ 、 Ａ Ｂ ２ ） を そ  
れ ぞ れ 有 す る 第 １ お よ び 第 ２ の 締 付 穴 （ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ ） と 、
　 前 記 上 面 （ ２ ２ ） と 前 記 周 囲 側 面 （ ２ ６ ） と の 交 差 部 に 形 成 さ れ た 第 １ お よ び 第 ２ の 主  
切 刃 （ ３ ０ ａ 、 ３ ０ ｂ ） と 、 を 備 え 、
　 前 記 下 面 （ ２ ４ ） が 、
　 平 面 の 基 面 （ ３ ５ ） と 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 締 付 穴 （ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ ） と そ れ ぞ れ 連 通 す る 第 １ お よ び 第 ２ の  
環 状 凹 部 （ ３ ６ ａ 、 ３ ６ ｂ ） と 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 締 付 穴 （ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ ） か ら 前 記 周 囲 側 面 （ ２ ６ ） ま で そ れ ぞ  
れ 延 在 す る 第 １ お よ び 第 ２ の 凹 部 チ ャ ネ ル （ ４ ４ ａ 、 ４ ４ ｂ ） で あ っ て 、 前 記 中 心 軸 線 （  
Ａ Ｃ ） を 含 む 長 手 方 向 第 １ の 平 面 （ Ｐ １ ） に 平 行 に 延 在 す る 第 １ お よ び 第 ２ の 凹 部 チ ャ ネ  
ル （ ４ ４ ａ 、 ４ ４ ｂ ） と 、 を 含 み 、
前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 凹 部 チ ャ ネ ル （ ４ ４ ａ 、 ４ ４ ｂ ） が 、 前 記 基 面 （ ３ ５ ） を 横 切 る 第  

請求項の数　24　（全20頁）
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１ お よ び 第 ２ の 当 接 壁 （ ４ ６ ａ 、 ４ ６ ｂ ） を そ れ ぞ れ 含 み 、
前 記 長 手 方 向 第 １ の 平 面 （ Ｐ １ ） に 平 行 な 第 １ の 当 接 軸 線 （ Ａ Ａ １ ） の 一 部 分 が 、 前 記 第  
１ の 当 接 壁 （ ４ ６ ａ ） に 含 ま れ 、
前 記 長 手 方 向 第 １ の 平 面 （ Ｐ １ ） に 平 行 な 第 ２ の 当 接 軸 線 （ Ａ Ａ ２ ） の 一 部 分 が 、 前 記 第  
２ の 当 接 壁 （ ４ ６ ｂ ） に 含 ま れ 、
前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 凹 部 チ ャ ネ ル （ ４ ４ ａ 、 ４ ４ ｂ ） が 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 当 接 壁  
（ ４ ６ ａ 、 ４ ６ ｂ ） の 方 を 向 く 第 １ お よ び 第 ２ の 非 当 接 の 当 接 壁 （ ４ ８ ａ 、 ４ ８ ｂ ） を そ  
れ ぞ れ 含 み 、
前 記 第 １ の 当 接 軸 線 （ Ａ Ａ １ ） の 一 部 分 が 、 前 記 第 ２ の 非 当 接 壁 （ ４ ８ ｂ ） に 含 ま れ 、
前 記 第 ２ の 当 接 軸 線 （ Ａ Ａ ２ ） の 一 部 分 が 、 前 記 第 １ の 非 当 接 壁 （ ４ ８ ａ ） に 含 ま れ る 、  
切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 基 面 （ ３ ５ ） が 、 横 方 向 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ た 同 一 平 面 の ２ つ 以 下 の サ ブ 基 面  
（ ３ ５ ’ 、 ３ ５ ’ ’ ） を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 穴 軸 線 （ Ａ Ｂ １ 、 Ａ Ｂ ２ ） が 、 前 記 長 手 方 向 第 １ の 平 面 （ Ｐ １ ）  
に 含 ま れ る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 穴 軸 線 （ Ａ Ｂ １ 、 Ａ Ｂ ２ ） が 平 行 で 、 穴 距 離 （ Ｄ Ｓ ） だ け 間 隔 を  
空 け て 配 置 さ れ 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 主 切 刃 （ ３ ０ ａ 、 ３ ０ ｂ ） が 、 前 記 長 手 方 向 第 １ の 平 面 （ Ｐ １ ）  
に 平 行 に 測 定 さ れ た 第 １ お よ び 第 ２ の 主 長 さ （ Ｌ Ｐ １ 、 Ｌ Ｐ ２ ） を そ れ ぞ れ 有 し 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 主 長 さ （ Ｌ Ｐ １ 、 Ｌ Ｐ ２ ） の そ れ ぞ れ が 、 前 記 穴 距 離 （ Ｄ Ｓ ） の  
２ 倍 よ り 長 い 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 当 接 壁 （ ４ ６ ａ 、 ４ ６ ｂ ） が 、 前 記 基 面 （ ３ ５ ） に 垂 直 で あ る 、  
請 求 項 １ か ら ４ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 当 接 壁 （ ４ ６ ａ 、 ４ ６ ｂ ） が 、 研 削 さ れ 平 面 で あ る 、 請 求 項 １ か  
ら ５ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 当 接 壁 （ ４ ６ ａ 、 ４ ６ ｂ ） が 、 前 記 長 手 方 向 第 １ の 平 面 （ Ｐ １ ）  
の 反 対 側 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 １ か ら ６ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０  
） 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 当 接 壁 （ ４ ６ ａ 、 ４ ６ ｂ ） が 、 互 い か ら 長 手 方 向 に 間 隔 を 空 け て  
配 置 さ れ 、 前 記 中 心 軸 線 （ Ａ Ｃ ） を 含 み 前 記 長 手 方 向 第 １ の 平 面 （ Ｐ １ ） に 垂 直 な 横 方 向  
第 ２ の 平 面 （ Ｐ ２ ） の 反 対 側 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 １ か ら ７ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 切  
削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 下 面 （ ２ ４ ） が 、 前 記 第 １ の 締 付 穴 （ ２ ８ ａ ） か ら 前 記 第 ２ の 締 付 穴 （ ２ ８ ｂ ） ま  
で 延 在 す る 第 ３ の 凹 部 チ ャ ネ ル （ ４ ４ ｃ ） を 含 む 、 請 求 項 １ か ら ８ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の  
切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 環 状 凹 部 （ ３ ６ ａ 、 ３ ６ ｂ ） が 、 第 １ お よ び 第 ２ の 最 小 穴 直 径 （  
Ｄ Ｂ Ｍ Ｉ Ｎ １ 、 Ｄ Ｂ Ｍ Ｉ Ｎ ２ ） に お い て 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 締 付 穴 （ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ  
） の 第 １ お よ び 第 ２ の 穴 首 部 （ ４ ０ ａ 、 ４ ０ ｂ ） と そ れ ぞ れ 交 差 す る 、 請 求 項 １ か ら ９ の  
何 れ か 一 項 に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 環 状 凹 部 （ ３ ６ ａ 、 ３ ６ ｂ ） が 、 第 １ お よ び 第 ２ の 環 状 肩 面 （ ３  



10

20

30

40

50

JP 7121011 B2 2022.8.17(3)

８ ａ 、 ３ ８ ｂ ） を そ れ ぞ れ 含 み 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 環 状 肩 面 （ ３ ８ ａ 、 ３ ８ ｂ ） が 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 穴 首 部 （  
４ ０ ａ 、 ４ ０ ｂ ） と そ れ ぞ れ 交 差 し 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 環 状 肩 面 （ ３ ８ ａ 、 ３ ８ ｂ ） が 、 同 一 平 面 で 、 前 記 中 心 軸 線 （ Ａ
Ｃ ） に 垂 直 で あ る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 凹 部 チ ャ ネ ル （ ４ ４ ａ 、 ４ ４ ｂ ） が 、 前 記 中 心 軸 線 （ Ａ Ｃ ） に 平  
行 に 測 定 さ れ た 第 １ お よ び 第 ２ の チ ャ ネ ル 深 さ （ Ｄ Ｃ １ 、 Ｄ Ｃ ２ ） を そ れ ぞ れ 有 し 、
　 前 記 第 １ の チ ャ ネ ル 深 さ （ Ｄ Ｃ １ ） が 、 前 記 第 １ の 最 小 穴 直 径 （ Ｄ Ｂ Ｍ Ｉ Ｎ １ ） の 少 な  
く と も ５ 分 の １ で あ り 、
　 前 記 第 ２ の チ ャ ネ ル 深 さ （ Ｄ Ｃ ２ ） が 、 前 記 第 ２ の 最 小 穴 直 径 （ Ｄ Ｂ Ｍ Ｉ Ｎ ２ ） の 少 な  
く と も ５ 分 の １ で あ る 、 請 求 項 １ ０ ま た は １ １ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 環 状 凹 部 （ ３ ６ ａ 、 ３ ６ ｂ ） が 、 第 １ お よ び 第 ２ の 円 錐 凹 面 （ ４  
２ ａ 、 ４ ２ ｂ ） を そ れ ぞ れ 含 み 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 円 錐 凹 面 （ ４ ２ ａ 、 ４ ２ ｂ ） が 、 第 １ お よ び 第 ２ の 最 大 凹 部 直 径  
（ Ｄ Ｒ Ｍ Ａ Ｘ １ 、 Ｄ Ｒ Ｍ Ａ Ｘ ２ ） に お い て 、 前 記 基 面 （ ３ ５ ） と そ れ ぞ れ 交 差 し 、
　 前 記 第 １ の 最 大 凹 部 直 径 （ Ｄ Ｒ Ｍ Ａ Ｘ １ ） が 、 前 記 第 １ の 最 小 穴 直 径 （ Ｄ Ｂ Ｍ Ｉ Ｎ １ ）  
の 少 な く と も ５ 分 の ６ で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 最 大 凹 部 直 径 （ Ｄ Ｒ Ｍ Ａ Ｘ ２ ） が 、 前 記 第 ２ の 最 小 穴 直 径 （ Ｄ Ｂ Ｍ Ｉ Ｎ ２ ）  
の 少 な く と も ５ 分 の ６ で あ る 、 請 求 項 １ ０ か ら １ ２ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト  
（ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 １ の 凹 部 チ ャ ネ ル （ ４ ４ ａ ） が 、 前 記 下 面 （ ２ ４ ） に 第 １ の 空 洞 （ ５ ２ ａ ） の 一  
部 分 を 形 成 し 、
　 前 記 第 ２ の 凹 部 チ ャ ネ ル （ ４ ４ ｂ ） が 、 第 ２ の 空 洞 （ ５ ２ ｂ ） の 一 部 分 を 形 成 し 、
　 前 記 第 １ の 空 洞 （ ５ ２ ａ ） が 、 前 記 第 １ の 当 接 壁 （ ４ ６ ａ ） の 方 を 向 く 第 １ の 空 洞 壁 （  
５ ４ ａ ） を 有 し 、
　 前 記 第 ２ の 空 洞 （ ５ ２ ｂ ） が 、 前 記 第 ２ の 当 接 壁 （ ４ ６ ｂ ） の 方 を 向 く 第 ２ の 空 洞 壁 （  
５ ４ ｂ ） を 有 す る 、 請 求 項 １ か ら １ ３ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 １ の 空 洞 （ ５ ２ ａ ） が 、 前 記 第 １ の 環 状 凹 部 （ ３ ６ ａ ） に 隣 接 し 、
　 前 記 第 ２ の 空 洞 （ ５ ２ ｂ ） が 、 前 記 第 ２ の 環 状 凹 部 （ ３ ６ ｂ ） に 隣 接 す る 、 請 求 項 １ ４
に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 １ の 凹 部 チ ャ ネ ル （ ４ ４ ａ ） が 、 前 記 第 １ の 当 接 壁 （ ４ ６ ａ ） か ら 前 記 第 １ の 非  
当 接 壁 （ ４ ８ ａ ） ま で の 第 １ の チ ャ ネ ル 幅 （ Ｗ Ｃ １ ） を 有 し 、
　 前 記 第 １ の 空 洞 （ ５ ２ ａ ） が 、 前 記 第 １ の 当 接 壁 （ ４ ６ ａ ） か ら 前 記 第 １ の 空 洞 壁 （ ５  
４ ａ ） ま で の 第 １ の 空 洞 幅 （ Ｗ Ｏ １ ） を 有 し 、
　 前 記 第 ２ の 凹 部 チ ャ ネ ル （ ４ ４ ｂ ） が 、 前 記 第 ２ の 当 接 壁 （ ４ ６ ｂ ） か ら 前 記 第 ２ の 非  
当 接 壁 （ ４ ８ ｂ ） ま で の 第 ２ の チ ャ ネ ル 幅 （ Ｗ Ｃ ２ ） を 有 し 、
　 前 記 第 ２ の 空 洞 （ ５ ２ ｂ ） が 、 前 記 第 ２ の 当 接 壁 （ ４ ６ ｂ ） か ら 前 記 第 ２ の 空 洞 壁 （ ５  
４ ｂ ） ま で の 第 ２ の 空 洞 幅 （ Ｗ Ｏ ２ ） を 有 し 、
　 前 記 第 １ の 空 洞 幅 （ Ｗ Ｏ １ ） が 、 前 記 第 １ の チ ャ ネ ル 幅 （ Ｗ Ｃ １ ） よ り ５ ０ ％ を 超 え て  
広 く 、
　 前 記 第 ２ の 空 洞 幅 （ Ｗ Ｏ ２ ） が 、 前 記 第 ２ の チ ャ ネ ル 幅 （ Ｗ Ｃ ２ ） よ り ５ ０ ％ を 超 え て  
広 い 、 請 求 項 １ ４ ま た は １ ５ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 工 具 軸 線 （ Ａ Ｔ ） を 中 心 と し て 回 転 可 能 な 切 削 工 具 （ ５ ８ ） で あ っ て 、
　 切 削 体 （ ６ ０ ） と 、
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　 前 記 切 削 体 （ ６ ０ ） の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト （ ６ ２ ） に 取 外 し 可 能 に 固 定 さ れ た 少
な く と も １ つ の 割 出 し 可 能 な 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） と 、 を 備 え 、
前 記 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） は 、
反 対 側 に あ る 上 面 （ ２ ２ ） と 下 面 （ ２ ４ ） で あ っ て 、 周 囲 側 面 （ ２ ６ ） が そ れ ら の 間 に 延  
在 し 、 中 心 軸 線 （ Ａ Ｃ ） が そ れ ら を 通 過 し 、 互 い に 異 な る 形 状 を 有 す る 上 面 （ ２ ２ ） お よ  
び 下 面 （ ２ ４ ） と 、
前 記 上 面 （ ２ ２ ） と 前 記 下 面 （ ２ ４ ） と の 間 に 延 在 し そ れ ら に 開 口 す る 第 １ お よ び 第 ２ の  
締 付 穴 （ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ ） で あ っ て 、 第 １ お よ び 第 ２ の 穴 軸 線 （ Ａ Ｂ １ 、 Ａ Ｂ ２ ） を そ れ  
ぞ れ 有 す る 第 １ お よ び 第 ２ の 締 付 穴 （ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ ） と 、
前 記 上 面 （ ２ ２ ） と 前 記 周 囲 側 面 （ ２ ６ ） と の 交 差 部 に 形 成 さ れ た 第 １ お よ び 第 ２ の 主 切  
刃 （ ３ ０ ａ 、 ３ ０ ｂ ） と 、 を 備 え 、
前 記 下 面 （ ２ ４ ） が 、
平 面 の 基 面 （ ３ ５ ） と 、
前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 締 付 穴 （ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ ） か ら 前 記 周 囲 側 面 （ ２ ６ ） ま で そ れ ぞ れ  
延 在 す る 第 １ お よ び 第 ２ の 凹 部 チ ャ ネ ル （ ４ ４ ａ 、 ４ ４ ｂ ） で あ っ て 、 前 記 中 心 軸 線 （ Ａ
Ｃ ） を 含 む 長 手 方 向 第 １ の 平 面 （ Ｐ １ ） に 平 行 に 延 在 す る 第 １ お よ び 第 ２ の 凹 部 チ ャ ネ ル  
（ ４ ４ ａ 、 ４ ４ ｂ ） と 、 を 含 み 、
　 前 記 イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト （ ６ ２ ） が 、 平 面 の 座 面 （ ７ ０ ） と 、 前 記 座 面 （ ７ ０ ）  
を 横 切 る 第 １ の 支 持 面 （ ７ ２ ） と 、 前 記 座 面 （ ７ ０ ） の 第 １ お よ び 第 ２ の ね じ 穴 （ ７ ４ ａ  
、 ７ ４ ｂ ） と 、 前 記 座 面 （ ７ ０ ） か ら 突 出 し た ノ ブ （ ７ ６ ） と 、 を 備 え 、
　 前 記 ノ ブ （ ７ ６ ） が 、 ス ト ッ パ 面 （ ８ ０ ） を 有 し 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 凹 部 チ ャ ネ ル （ ４ ４ ａ 、 ４ ４ ｂ ） が 、 前 記 基 面 （ ３ ５ ） を 横 切 る  
第 １ お よ び 第 ２ の 当 接 壁 （ ４ ６ ａ 、 ４ ６ ｂ ） を そ れ ぞ れ 含 み 、
　 前 記 基 面 （ ３ ５ ） が 、 前 記 座 面 （ ７ ０ ） と 接 触 し 、
　 第 １ お よ び 第 ２ の 締 付 ね じ （ ７ ８ ａ 、 ７ ８ ｂ ） が 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 締 付 穴 （ ２ ８  
ａ 、 ２ ８ ｂ ） を 通 っ て 延 在 し て 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ね じ 穴 （ ７ ４ ａ 、 ７ ４ ｂ ） と ね じ 係  
合 し 、
　 前 記 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） に 半 径 方 向 外 向 き の 力 （ Ｆ Ｒ ） が な い 場 合 、 前 記 ノ ブ （ ７  
６ ） が 前 記 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） と 接 触 せ ず 、 前 記 工 具 軸 線 （ Ａ Ｔ ） に 垂 直 な 第 ３ の 平  
面 （ Ｐ ３ ） で 切 り 取 っ た 断 面 に お い て 、 前 記 周 囲 側 面 （ ２ ６ ） が 前 記 第 １ の 支 持 面 （ ７ ２  
） と 接 触 し 、
　 前 記 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） に 十 分 大 き な 半 径 方 向 外 向 き の 力 （ Ｆ Ｒ ） が あ る 場 合 、 前  
記 第 １ お よ び 第 ２ の 当 接 壁 （ ４ ６ ａ 、 ４ ６ ｂ ） の 一 方 が 前 記 ノ ブ の ス ト ッ パ 面 （ ８ ０ ） と  
接 触 し て 、 前 記 第 ３ の 平 面 （ Ｐ ３ ） で 切 り 取 っ た 断 面 に お い て 、 前 記 周 囲 側 面 （ ２ ６ ） が  
前 記 第 １ の 支 持 面 （ ７ ２ ） と 接 触 し な い 、 切 削 工 具 （ ５ ８ ） 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 下 面 （ ２ ４ ） が 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 締 付 穴 （ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ ） と そ れ ぞ れ 連 通 す  
る 第 １ お よ び 第 ２ の 環 状 凹 部 （ ３ ６ ａ 、 ３ ６ ｂ ） を 含 む 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 切 削 工 具 （  
５ ８ ） 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） に 十 分 大 き な 半 径 方 向 外 向 き の 力 （ Ｆ Ｒ ） が あ る 場 合 、 前  
記 工 具 軸 線 （ Ａ Ｔ ） に 垂 直 な 任 意 の 平 面 で 切 り 取 っ た 断 面 に お い て 、 前 記 周 囲 側 面 （ ２ ６  
） が 前 記 第 １ の 支 持 面 （ ７ ２ ） と 接 触 し な い 、 請 求 項 １ ７ 又 は １ ８ に 記 載 の 切 削 工 具 （ ５  
８ ） 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 第 １ の 支 持 面 （ ７ ２ ） が 、 半 径 方 向 外 側 を 向 き 、
　 前 記 ス ト ッ パ 面 （ ８ ０ ） が 、 半 径 方 向 内 側 を 向 く 、 請 求 項 １ ７ か ら １ ９ の 何 れ か 一 項 に  
記 載 の 切 削 工 具 （ ５ ８ ） 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 切 削 体 （ ６ ０ ） が 、 円 筒 形 で あ り 、 反 対 方 向 の 前 方 （ Ｆ Ｄ ） と 後 方 （ Ｒ Ｄ ） を そ れ  
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ぞ れ 向 く 前 端 面 （ ６ ６ ） と 後 端 面 （ ６ ８ ） と の 間 を 延 在 す る 周 壁 （ ６ ４ ） を 有 し 、
　 前 記 イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト （ ６ ２ ） が 、 前 記 前 端 面 （ ６ ６ ） に 隣 接 し て 前 記 周 壁 （  
６ ４ ） に 形 成 さ れ 、
　 前 記 第 １ の ね じ 穴 （ ７ ４ ａ ） が 、 前 記 第 ２ の ね じ 穴 （ ７ ４ ｂ ） と 前 記 ノ ブ （ ７ ６ ） と の  
間 で 、 前 記 第 ２ の ね じ 穴 （ ７ ４ ｂ ） の 前 方 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ７ か ら ２ ０ の 何 れ  
か 一 項 に 記 載 の 切 削 工 具 （ ５ ８ ） 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト （ ６ ２ ） が 、 前 記 座 面 （ ７ ０ ） を 横 切 る 第 ２ の 支 持 面 （  
８ ４ ） を 備 え 、
　 前 記 イ ン サ ー ト の 周 囲 側 面 （ ２ ６ ） が 、 反 対 側 に あ る 第 １ の 副 側 面 （ ３ ４ ａ ） と 第 ２ の  
副 側 面 （ ３ ４ ｂ ） を 備 え 、
　 反 対 側 に あ る 前 記 第 １ の 副 側 面 （ ３ ４ ａ ） と 前 記 第 ２ の 副 側 面 （ ３ ４ ｂ ） が 、 長 手 方 向  
第 １ の 平 面 （ Ｐ １ ） と 交 差 し 、
　 反 対 側 に あ る 前 記 第 １ の 副 側 面 （ ３ ４ ａ ） と 前 記 第 ２ の 副 側 面 （ ３ ４ ｂ ） の う ち の 一 方  
が 、 前 記 第 ２ の 支 持 面 （ ８ ４ ） と 接 触 す る 、 請 求 項 １ ７ か ら ２ １ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 切  
削 工 具 （ ５ ８ ） 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 第 ２ の 支 持 面 （ ８ ４ ） が 、 前 記 第 １ の 支 持 面 （ ７ ２ ） か ら 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ 、
　 前 記 第 １ の 支 持 面 （ ７ ２ ） と 前 記 第 ２ の 支 持 面 （ ８ ４ ） と が 、 鋭 角 の 外 側 ポ ケ ッ ト 角 （  
α １ ） を 成 し 、
　 前 記 ポ ケ ッ ト 角 （ α １ ） が 、 ６ ０ 度 以 下 で あ る 、 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 切 削 工 具 （ ５ ８ ） 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 割 出 し 可 能 な 片 面 の 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） で あ っ て 、
　 互 い に 異 な る 形 状 を 有 す る 反 対 側 に あ る 上 面 （ ２ ２ ） と 下 面 （ ２ ４ ） で あ っ て 、 中 心 軸  
線 （ Ａ Ｃ ） が そ れ ら を 通 過 す る 、 上 面 （ ２ ２ ） お よ び 下 面 （ ２ ４ ） と 、
　 前 記 上 面 と 前 記 下 面 と の 間 に 延 在 す る 周 囲 側 面 （ ２ ６ ） で あ っ て 、 反 対 側 に あ る 第 １ の  
主 側 面 （ ３ ２ ａ ） と 第 ２ の 主 側 面 （ ３ ２ ｂ ） 、 な ら び に 反 対 側 に あ る 第 １ の 副 側 面 （ ３ ４  
ａ ） と 第 ２ の 副 側 面 （ ３ ４ ｂ ） を 有 す る 周 囲 側 面 （ ２ ６ ） と 、
　 前 記 中 心 軸 線 （ Ａ Ｃ ） を 含 み 、 反 対 側 に あ る 前 記 第 １ の 副 側 面 （ ３ ４ ａ ） と 前 記 第 ２ の  
副 側 面 （ ３ ４ ｂ ） と 交 差 す る 長 手 方 向 第 １ の 平 面 （ Ｐ １ ） と 、
　 前 記 中 心 軸 線 （ Ａ Ｃ ） を 含 み 、 前 記 長 手 方 向 第 １ の 平 面 （ Ｐ １ ） に 垂 直 で 、 反 対 側 に あ  
る 前 記 第 １ の 副 側 面 （ ３ ４ ａ ） と 前 記 第 ２ の 副 側 面 （ ３ ４ ｂ ） と 交 差 す る 横 方 向 第 ２ の 平  
面 （ Ｐ ２ ） と 、
　 前 記 上 面 （ ２ ２ ） と 前 記 主 側 面 （ ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ ） と の 交 差 部 に 形 成 さ れ た 第 １ お よ び  
第 ２ の 主 切 刃 （ ３ ０ ａ 、 ３ ０ ｂ ） と 、
　 前 記 上 面 （ ２ ２ ） と 前 記 下 面 （ ２ ４ ） と の 間 に 延 在 し そ れ ら に 開 口 す る 第 １ お よ び 第 ２  
の 締 付 穴 （ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ ） で あ っ て 、 第 １ お よ び 第 ２ の 穴 軸 線 （ Ａ Ｂ １ 、 Ａ Ｂ ２ ） を そ  
れ ぞ れ 有 す る 第 １ お よ び 第 ２ の 締 付 穴 （ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ ） と 、 を 備 え 、
　 前 記 下 面 （ ２ ４ ） が 、
　 平 面 の 基 面 （ ３ ５ ） と 、
　 前 記 長 手 方 向 第 １ の 平 面 （ Ｐ １ ） に 沿 っ て 前 記 第 １ の 締 付 穴 （ ２ ８ ａ ） か ら 前 記 第 １ の  
副 側 面 （ ３ ４ ａ ） ま で 延 在 し 、 前 記 基 面 （ ３ ５ ） を 横 切 る 第 １ の 当 接 壁 （ ４ ６ ａ ） を 有 す  
る 第 １ の 凹 部 チ ャ ネ ル （ ４ ４ ａ ） と 、
　 前 記 長 手 方 向 第 １ の 平 面 （ Ｐ １ ） に 沿 っ て 前 記 第 ２ の 締 付 穴 （ ２ ８ ｂ ） か ら 前 記 第 ２ の  
副 側 面 （ ３ ４ ｂ ） ま で 延 在 し 、 前 記 基 面 （ ３ ５ ） を 横 切 る 第 ２ の 当 接 壁 （ ４ ６ ｂ ） を 有 す  
る 第 ２ の 凹 部 チ ャ ネ ル （ ４ ４ ｂ ） と 、 を 含 み 、
　 前 記 第 １ の 凹 部 チ ャ ネ ル （ ４ ４ ａ ） が 、 前 記 下 面 （ ２ ４ ） に 第 １ の 空 洞 （ ５ ２ ａ ） の 一  
部 分 を 形 成 し 、
　 前 記 第 １ の 空 洞 （ ５ ２ ａ ） が 、 前 記 第 １ の 当 接 壁 （ ４ ６ ａ ） の 方 を 向 く 第 １ の 空 洞 壁 （  
５ ４ ａ ） を 有 し 、
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　 前 記 第 ２ の 凹 部 チ ャ ネ ル （ ４ ４ ｂ ） が 、 前 記 下 面 （ ２ ４ ） に 第 ２ の 空 洞 （ ５ ２ ｂ ） の 一  
部 分 を 形 成 し 、
　 前 記 第 ２ の 空 洞 （ ５ ２ ｂ ） が 、 前 記 第 ２ の 当 接 壁 （ ４ ６ ｂ ） の 方 を 向 く 第 ２ の 空 洞 壁 （  
５ ４ ｂ ） を 有 し 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 空 洞 （ ５ ２ ａ 、 ５ ２ ｂ ） が 、 前 記 横 方 向 第 ２ の 平 面 （ Ｐ ２ ） の 反  
対 側 に あ り 、
　 各 空 洞 （ ５ ２ ａ 、 ５ ２ ｂ ） が 、 前 記 長 手 方 向 第 １ の 平 面 （ Ｐ １ ） の 周 り に 非 対 称 で あ る  
、 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 一 般 に 金 属 切 削 工 程 で 使 用 す る た め 、 お よ び 特 に 高 速 フ ラ イ ス 作 業 の た め の  
、 ２ つ の 締 付 穴 を 有 す る 割 出 し 可 能 な 切 削 イ ン サ ー ト 、 お よ び こ れ の た め の 切 削 工 具 に 関  
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 高 速 フ ラ イ ス で 使 用 さ れ る 切 削 工 具 の 分 野 に お い て 、 切 削 体 の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ  
ト に 取 外 し 可 能 に 保 持 さ れ た 、 ２ つ の 締 付 穴 を 有 す る 割 出 し 可 能 な 切 削 イ ン サ ー ト の 多 く  
の 例 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ は 、 前 面 か ら 後 方 に 延 在 す る ２ つ の 縦 溝 を 有 す る 円 筒 形 の 切 削 体 を 有 す る フ  
ラ イ ス 工 具 で あ っ て 、 各 縦 溝 が イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト を 有 し 、 そ の 中 に 割 出 し 可 能 な  
切 削 イ ン サ ー ト が 保 持 さ れ る 、 フ ラ イ ス 工 具 を 開 示 し て い る 。 各 切 削 イ ン サ ー ト は 、 反 対  
側 に あ る 上 面 と 下 面 を 有 し 、 ２ つ の 締 付 穴 が そ れ ら を 通 っ て 延 在 し 、 長 手 方 向 に 延 在 す る  
チ ャ ネ ル が 下 面 に 形 成 さ れ る 。 ２ つ の 締 付 ね じ が ２ つ の 締 付 穴 を 通 っ て 延 在 し 、 各 締 付 ね  
じ が 、 イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト の 座 面 の ね じ 穴 と 係 合 す る 。 チ ャ ネ ル の 半 径 方 向 内 側 の  
側 壁 は 、 座 面 に 形 成 さ れ た 肩 部 の 対 応 す る 側 面 に 当 た っ て 締 め 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 ２ は 、 前 面 か ら 後 方 に 延 在 す る ２ つ の 縦 溝 を 有 す る 円 筒 形 の 切 削 体 を 有 す る フ  
ラ イ ス 工 具 で あ っ て 、 各 縦 溝 が イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト を 有 し 、 そ の 中 に 割 出 し 可 能 な  
切 削 イ ン サ ー ト が 保 持 さ れ る 、 フ ラ イ ス 工 具 を 開 示 し て い る 。 各 切 削 イ ン サ ー ト は 、 反 対  
側 に あ る 上 面 と 下 面 を 有 し 、 ２ つ の 締 付 穴 が そ れ ら を 通 っ て 延 在 し 、 円 形 の 凹 ん だ 部 分 が  
下 面 の 締 付 穴 の 開 口 部 に 形 成 さ れ る 。 ２ つ の 締 付 ね じ が ２ つ の 締 付 穴 を 通 っ て 延 在 し 、 各  
締 付 ね じ が 、 イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト の 座 面 の ね じ 穴 と 係 合 す る 。 円 形 の 係 合 突 出 部 が  
、 座 面 の ね じ 穴 の 開 口 部 に 形 成 さ れ 、 円 形 の 凹 ん だ 部 分 が 円 形 の 係 合 突 出 部 と 係 合 す る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 文 献 】 仏 国 特 許 第 ２ ８ ３ ７ ７ ３ ２ 号
米 国 特 許 第 ７ ５ ９ ７ ５ ０ ７ 号
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 改 良 さ れ た 割 出 し 可 能 な 切 削 イ ン サ ー ト を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 目 的 は ま た 、 軽 量 の 割 出 し 可 能 な 切 削 イ ン サ ー ト を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の さ ら な る 目 的 は 、 効 率 的 に 製 造 す る こ と が で き る 割 出 し 可 能 な 切 削 イ ン サ ー ト  
を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】



10

20

30

40

50

JP 7121011 B2 2022.8.17(7)

　 本 発 明 の な お さ ら な る 目 的 は 、 特 に 高 速 フ ラ イ ス 作 業 に 適 し た 割 出 し 可 能 な 切 削 イ ン サ  
ー ト を 有 す る 改 良 さ れ た 切 削 工 具 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 反 対 側 に あ る 上 面 と 下 面 で あ っ て 、 周 囲 側 面 が そ れ ら の 間 に 延 在 し 、  
中 心 軸 線 が そ れ ら を 通 過 し 、 互 い に 異 な る 形 状 を 有 す る 上 面 お よ び 下 面 と 、
　 上 面 と 下 面 と の 間 に 延 在 し そ れ ら と 交 差 す る 第 １ お よ び 第 ２ の 締 付 穴 で あ っ て 、 第 １ お  
よ び 第 ２ の 穴 軸 線 を そ れ ぞ れ 有 す る 第 １ お よ び 第 ２ の 締 付 穴 と 、
　 上 面 と 周 囲 側 面 と の 交 差 部 に 形 成 さ れ た 第 １ お よ び 第 ２ の 主 切 刃 と
を 有 す る 割 出 し 可 能 な 片 面 の 切 削 イ ン サ ー ト が 提 供 さ れ る 。
　 こ こ で 、 下 面 は 、
　 平 面 の 基 面 と 、
　 第 １ お よ び 第 ２ の 締 付 穴 と そ れ ぞ れ 連 通 す る 第 １ お よ び 第 ２ の 環 状 凹 部 と 、
　 第 １ お よ び 第 ２ の 締 付 穴 か ら 周 囲 側 面 ま で そ れ ぞ れ 延 在 す る 第 １ お よ び 第 ２ の 凹 部 チ ャ  
ネ ル で あ っ て 、 中 心 軸 線 を 含 む 長 手 方 向 第 １ の 平 面 に 平 行 に 延 在 す る 第 １ お よ び 第 ２ の 凹  
部 チ ャ ネ ル と
を 含 む 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば ま た 、
　 切 削 体 と 、
　 切 削 体 の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト に 取 外 し 可 能 に 固 定 さ れ た 、 上 記 の 種 類 の 少 な く と  
も １ つ の 割 出 し 可 能 な 切 削 イ ン サ ー ト と
を 有 す る 、 工 具 軸 線 を 中 心 と し て 回 転 可 能 な 切 削 工 具 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 次 に 、 本 発 明 を よ り 深 く 理 解 す る た め 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 単 な る 例 と し て 本 発 明 を 説  
明 す る 。 図 面 中 、 鎖 線 は 、 部 材 を 部 分 的 に 見 る た め に 切 り 取 る 境 界 線 を 示 す 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 に よ る 切 削 イ ン サ ー ト の 第 １ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た 切 削 イ ン サ ー ト の 第 ２ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ お よ び ２ に 示 し た 切 削 イ ン サ ー ト の 底 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 し た 切 削 イ ン サ ー ト の 、 Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 線 に 沿 っ て 切 り 取 ら れ た 断 面 図 で あ  
る 。
【 図 ５ 】 図 ３ に 示 し た 切 削 イ ン サ ー ト の 、 Ｖ － Ｖ 線 に 沿 っ て 切 り 取 ら れ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ３ に 示 し た 切 削 イ ン サ ー ト の 、 Ｖ Ｉ － Ｖ Ｉ 線 に 沿 っ て 切 り 取 ら れ た 断 面 図 で あ  
る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 に よ る 切 削 工 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ に 示 し た 切 削 工 具 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 切 削 イ ン サ ー ト が 固 定 さ れ た 状 態 の 、 図 ７ に 示 し た 切 削 工 具 の イ ン サ ー ト ・ ポ ケ  
ッ ト の 前 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 切 削 イ ン サ ー ト が 取 り 外 さ れ た 状 態 の 、 図 ７ に 示 し た 切 削 工 具 の イ ン サ ー ト ・  
ポ ケ ッ ト の 前 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ ａ 】 切 削 イ ン サ ー ト に 半 径 方 向 外 向 き の 力 が な い 場 合 の 、 図 ９ に 示 し た 切 削 工 具  
の 、 Ｘ Ｉ － Ｘ Ｉ 線 に 沿 っ て 切 り 取 ら れ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ ｂ 】 切 削 イ ン サ ー ト に 十 分 大 き な 半 径 方 向 外 向 き の 力 が あ る 場 合 の 、 図 ９ に 示 し  
た 切 削 工 具 の 、 Ｘ Ｉ － Ｘ Ｉ 線 に 沿 っ て 切 り 取 ら れ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 ９ に 示 し た 切 削 工 具 の 、 Ｘ Ｉ Ｉ － Ｘ Ｉ Ｉ 線 に 沿 っ て 切 り 取 ら れ た 断 面 図 で あ  
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 本 発 明 は 、 反 対 側 に あ る 上 端 面 ２ ２ と 下 端 面 ２ ４ を 有 し 、 周 囲 面 ２ ６ が そ れ ら の 間 に 延  
在 し 、 中 心 軸 線 Ａ Ｃ が そ れ ら を 通 っ て 延 在 す る 、 図 １ か ら ４ に 示 す よ う な 割 出 し 可 能 な 切  
削 イ ン サ ー ト ２ ０ に 関 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ は 、 中 心 軸 線 Ａ Ｃ の 周 り に 割 り  
出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は ま た 、 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ は 、 炭 化 タ ン グ ス テ ン な ど  
の 超 硬 合 金 を 成 形 プ レ ス お よ び 焼 結 す る こ と に よ っ て 製 造 す る こ と が で き る こ と が 好 ま し  
く 、 コ ー テ ィ ン グ し て も し な く て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は さ ら に 、 下 面 ２ ４ は 、 中 心 軸 線 Ａ Ｃ の 周 り に 回 転 対 称  
を 示 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 図 １ か ら ４ に 示 す よ う に 、 第 １ お よ び 第 ２ の 締 付 穴 ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ は  
、 上 面 ２ ２ と 下 面 ２ ４ と の 間 を 延 在 し そ れ ら に 開 口 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば ま た 、 第 １ お よ び 第 ２ の 主 切 刃 ３ ０ ａ 、 ３ ０ ｂ は 、 上 面 ２ ２ と 周 囲 側 面  
２ ６ と の 交 差 部 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 主 切 刃 ３ ０ ａ と 第 ２ の 主 切 刃 ３ ０ ｂ は 間 隔 を  
空 け て 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は ま た 、 周 囲 側 面 ２ ６ は 、 反 対 側 に あ る 第 １ の 主 側 面 ３  
２ ａ と 第 ２ の 主 側 面 ３ ２ ｂ 、 な ら び に 反 対 側 に あ る 第 １ の 副 側 面 ３ ４ ａ と 第 ２ の 副 側 面 ３  
４ ｂ を 有 す る こ と が で き る 。 主 側 面 ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ は 、 副 側 面 ３ ４ ａ 、 ３ ４ ｂ よ り 長 く す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は さ ら に 、 反 対 側 に あ る 第 １ の 主 側 面 ３ ２ ａ と 第 ２ の 主  
側 面 ３ ２ ｂ は 、 上 面 ２ ２ と 交 差 し て 、 第 １ の 主 切 刃 ３ ０ ａ と 第 ２ の 主 切 刃 ３ ０ ｂ を そ れ ぞ  
れ 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 面 ２ ２ と 下 面 ２ ４ は 互 い に 異 な る 形 状 を 有 し 、 下 面 ２ ４ の み が 座 面 を 備 え る 。 下 面 ２  
４ と 周 囲 側 面 ２ ６ と の 交 差 部 に 切 刃 が 形 成 さ れ て い な い こ と に よ っ て 、 切 削 イ ン サ ー ト ２  
０ は 「 片 面 」 ま た は 「 非 可 逆 」 と 呼 ぶ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 図 １ か ら ４ に 示 す よ う に 、 下 面 ２ ４ は 平 面 の 基 面 ３ ５ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 基 面 ３ ５ は 研 削 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は ま た 、 基 面 ３ ５ は 中 心 軸 線 Ａ Ｃ に 垂 直 に す る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は さ ら に 、 基 面 ３ ５ は 、 横 方 向 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ  
た 同 一 平 面 の ２ つ 以 下 の サ ブ 基 面 ３ ５ ’ 、 ３ ５ ’ ’ を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ お よ び ３ に 示 す よ う に 、 下 面 ２ ４ は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 締 付 穴 ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ と そ  
れ ぞ れ 連 通 す る 第 １ お よ び 第 ２ の 環 状 凹 部 ３ ６ ａ 、 ３ ６ ｂ を 有 す る こ と が で き る 。 締 付 穴  
２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 穴 軸 線 Ａ Ｂ １ 、 Ａ Ｂ ２ を そ れ ぞ れ 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 本 明 細 書 お よ び 特 許 請 求 の 範 囲 を 通 し て 、 第 １ お よ び 第 ２ の 環 状 凹 部 ３ ６ ａ 、 ３ ６ ｂ に  
関 す る 用 語 「 環 状 」 の 使 用 は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 締 付 穴 ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ が こ れ ら と そ れ ぞ  
れ 連 通 し 、 断 面 が 円 形 で あ り 、 第 １ お よ び 第 ２ の 環 状 凹 部 ３ ６ ａ 、 ３ ６ ｂ の 外 周 形 状 を 必  
ず し も 限 定 し な い こ と を 説 明 し て い る こ と を 認 識 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 １ お よ び 第 ２ の 環 状 凹 部 ３ ６ ａ 、 ３ ６ ｂ を 設 け る こ と は 、 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ の 全 体  
重 量 を 軽 減 す る こ と に 寄 与 し 、 こ の こ と は 、 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ が 大 き な 遠 心 力 を 受 け る  
高 速 フ ラ イ ス 作 業 で は 非 常 に 重 要 で あ る こ と も ま た 認 識 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 環 状 凹 部 ３ ６ ａ 、 ３ ６ ｂ は 、 第 １  
お よ び 第 ２ の 締 付 穴 ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ と そ れ ぞ れ 同 軸 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ３ か ら ６ に 示 す よ う に 、 第 １ お よ び 第 ２ の 環 状 凹 部 ３ ６ ａ 、 ３ ６ ｂ は 、 第 １ お よ び 第  
２ の 最 小 穴 直 径 Ｄ Ｂ Ｍ Ｉ Ｎ １ 、 Ｄ Ｂ Ｍ Ｉ Ｎ ２ に お い て 、 第 １ お よ び 第 ２ の 締 付 穴 ２ ８ ａ 、  
２ ８ ｂ の 第 １ お よ び 第 ２ の 穴 首 部 ４ ０ ａ 、 ４ ０ ｂ と そ れ ぞ れ 交 差 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 環 状 凹 部 ３ ６ ａ 、 ３ ６ ｂ は 、 第 １  
お よ び 第 ２ の 環 状 肩 面 ３ ８ ａ 、 ３ ８ ｂ を そ れ ぞ れ 含 む こ と が で き 、 第 １ お よ び 第 ２ の 環 状  
肩 面 ３ ８ ａ 、 ３ ８ ｂ は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 穴 首 部 ４ ０ ａ 、 ４ ０ ｂ と そ れ ぞ れ 交 差 す る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は ま た 、 第 １ お よ び 第 ２ の 環 状 肩 面 ３ ８ ａ 、 ３ ８ ｂ は 同  
一 平 面 で あ り 、 中 心 軸 線 Ａ Ｃ に 垂 直 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は さ ら に 、 図 ３ か ら ６ に 示 す よ う に 、 第 １ お よ び 第 ２ の  
環 状 凹 部 ３ ６ ａ 、 ３ ６ ｂ は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 円 錐 凹 面 ４ ２ ａ 、 ４ ２ ｂ を そ れ ぞ れ 含 む こ  
と が で き 、 第 １ お よ び 第 ２ の 円 錐 凹 面 ４ ２ ａ 、 ４ ２ ｂ は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 最 大 凹 部 直 径  
Ｄ Ｒ Ｍ Ａ Ｘ １ 、 Ｄ Ｒ Ｍ Ａ Ｘ ２ に お い て 、 基 面 ３ ５ と そ れ ぞ れ 交 差 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は な お さ ら に 、 第 １ の 最 大 凹 部 直 径 Ｄ Ｒ Ｍ Ａ Ｘ １ は 、 第  
１ の 最 小 穴 直 径 Ｄ Ｂ Ｍ Ｉ Ｎ １ の 少 な く と も ５ 分 の ６ と す る こ と が で き 、 第 ２ の 最 大 凹 部 直  
径 Ｄ Ｒ Ｍ Ａ Ｘ ２ は 、 第 ２ の 最 小 穴 直 径 Ｄ Ｂ Ｍ Ｉ Ｎ ２ の 少 な く と も ５ 分 の ６ と す る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 図 ２ お よ び ３ に 示 す よ う に 、 第 １ お よ び 第 ２ の 凹 部 チ ャ ネ ル ４ ４ ａ 、  
４ ４ ｂ は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 締 付 穴 ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ か ら 周 囲 側 面 ２ ６ ま で そ れ ぞ れ 延 在 す  
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 凹 部 チ ャ ネ ル ４ ４ ａ 、 ４ ４ ｂ は 、  
基 面 ３ ５ を 横 切 る 第 １ お よ び 第 ２ の 当 接 壁 ４ ６ ａ 、 ４ ６ ｂ を そ れ ぞ れ 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は ま た 、 第 １ お よ び 第 ２ の 当 接 壁 ４ ６ ａ 、 ４ ６ ｂ は 研 削  
さ れ て 平 面 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 第 １ お よ び 第 ２ の 締 付 穴 ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ と 連 通 す る 第 １ お よ び 第 ２ の 環 状 凹 部 ３ ６ ａ 、  
３ ６ ｂ を 設 け る こ と は 、 研 削 イ ン サ ー ト ２ ０ を 単 一 の 研 削 ジ グ （ 図 示 せ ず ） に 取 り 付 け て  
基 面 ３ ５ 、 な ら び に 第 １ お よ び 第 ２ の 当 接 壁 ４ ６ ａ 、 ４ ６ ｂ を 邪 魔 さ れ ず に 研 削 す る こ と  
を 可 能 に し 、 し た が っ て 製 造 効 率 を 改 善 す る こ と が 有 利 で あ る こ と を 認 識 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 第 １ お よ び 第 ２ の 最 大 凹 部 直 径 Ｄ Ｒ Ｍ Ａ Ｘ １ 、 Ｄ Ｒ Ｍ Ａ Ｘ ２ が 、 そ れ ぞ れ 第 １ お よ び 第  
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２ の 最 小 穴 直 径 Ｄ Ｂ Ｍ Ｉ Ｎ １ 、 Ｄ Ｂ Ｍ Ｉ Ｎ ２ の 少 な く と も ５ 分 の ６ で あ る 本 発 明 の 実 施 形  
態 で は 、 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ の 全 体 重 量 が 軽 減 さ れ る こ と が 有 利 で あ る こ と を 認 識 す べ き  
で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 当 接 壁 ４ ６ ａ 、 ４ ６ ｂ は 、 基 面 ３  
５ に 垂 直 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は ま た 、 第 １ お よ び 第 ２ の 凹 部 チ ャ ネ ル ４ ４ ａ 、 ４ ４ ｂ  
は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 当 接 壁 ４ ６ ａ 、 ４ ６ ｂ の 方 を 向 く 第 １ お よ び 第 ２ の 非 当 接 の 当 接 壁  
４ ８ ａ 、 ４ ８ ｂ を そ れ ぞ れ 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は さ ら に 、 第 １ の 当 接 壁 ４ ６ ａ と 第 １ の 非 当 接 壁 ４ ８ ａ  
は 、 第 １ の 平 面 の チ ャ ネ ル 床 面 ５ ０ ａ だ け 間 隔 を 空 け て 配 置 す る こ と が で き 、 第 ２ の 当 接  
壁 ４ ６ ｂ と 第 ２ の 非 当 接 壁 ４ ８ ｂ は 、 第 ２ の 平 面 の チ ャ ネ ル 床 面 ５ ０ ｂ だ け 間 隔 を 空 け て  
配 置 す る こ と が で き 、 第 １ お よ び 第 ２ の チ ャ ネ ル 床 面 ５ ０ ａ 、 ５ ０ ｂ は 同 一 平 面 で あ り 、  
基 面 ３ ５ と 平 行 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ５ お よ び ６ に 示 す よ う に 、 第 １ お よ び 第 ２ の 凹 部 チ ャ ネ ル ４ ４ ａ 、 ４ ４ ｂ は 、 中 心 軸  
線 Ａ Ｃ に 平 行 に 測 定 さ れ た 第 １ お よ び 第 ２ の チ ャ ネ ル 深 さ Ｄ Ｃ １ 、 Ｄ Ｃ ２ を そ れ ぞ れ 有 し  
、 第 １ の チ ャ ネ ル 深 さ Ｄ Ｃ １ は 第 １ の 最 小 穴 直 径 Ｄ Ｂ Ｍ Ｉ Ｎ １ の 少 な く と も ５ 分 の １ に す  
る こ と が で き 、 第 ２ の チ ャ ネ ル 深 さ Ｄ Ｃ ２ は 第 ２ の 最 小 穴 直 径 Ｄ Ｂ Ｍ Ｉ Ｎ ２ の 少 な く と も  
５ 分 の １ に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 １ お よ び 第 ２ の 凹 部 チ ャ ネ ル ４ ４ ａ 、 ４ ４ ｂ は  
、 中 心 軸 線 Ａ Ｃ を 含 む 長 手 方 向 第 １ の 平 面 Ｐ １ に 平 行 に 延 在 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 当 接 壁 ４ ６ ａ 、 ４ ６ ｂ は 、 長 手 方  
向 第 １ の 平 面 Ｐ １ の 反 対 側 に 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は ま た 、 図 ５ お よ び ６ に 示 す よ う に 、 第 １ お よ び 第 ２ の  
当 接 壁 ４ ６ ａ 、 ４ ６ ｂ は そ れ ぞ れ 、 長 手 方 向 の 平 面 Ｐ １ か ら 第 １ の 横 方 向 距 離 Ｄ Ｌ １ だ け  
間 隔 を 空 け て 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は さ ら に 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 １ お よ び 第 ２ の 当 接 壁  
４ ６ ａ 、 ４ ６ ｂ は 、 長 手 方 向 第 １ の 平 面 Ｐ １ に 沿 っ て 互 い か ら 間 隔 を 空 け て 配 置 す る こ と  
が で き 、 中 心 軸 線 Ａ Ｃ を 含 み 長 手 方 向 第 １ の 平 面 Ｐ １ に 垂 直 な 横 方 向 第 ２ の 平 面 Ｐ ２ の 反  
対 側 に 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は な お さ ら に 、 反 対 側 に あ る 第 １ の 副 側 面 ３ ４ ａ と 第 ２  
の 副 側 面 ３ ４ ｂ は 長 手 方 向 第 １ の 平 面 Ｐ １ と 交 差 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ４ か ら ６ に 示 す よ う に 、 長 手 方 向 第 １ の 平 面 Ｐ １ に 平 行 な 第 １ の 当 接 軸 線 Ａ Ａ １ の 一  
部 分 は 第 １ の 当 接 壁 ４ ６ ａ に 含 め る こ と が で き 、 長 手 方 向 第 １ の 平 面 Ｐ １ に 平 行 な 第 ２ の  
当 接 軸 線 Ａ Ａ ２ の 一 部 分 は 第 ２ の 当 接 壁 ４ ６ ｂ に 含 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 当 接 壁 ４ ６ ａ 、 ４ ６ ｂ は 、 長 手 方  
向 第 １ の 平 面 Ｐ １ に 平 行 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ５ お よ び ６ に 示 す よ う に 、 第 １ お よ び 第 ２ の 凹 部 チ ャ ネ ル ４ ４ ａ 、 ４ ４ ｂ は 、 第 １ お  
よ び 第 ２ の チ ャ ネ ル 幅 Ｗ Ｃ １ 、 Ｗ Ｃ ２ を そ れ ぞ れ 有 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ５ ４ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の チ ャ ネ ル 幅 Ｗ Ｃ １ は 、 第 １ の 当 接 壁 ４ ６ ａ か  
ら 第 １ の 非 当 接 壁 ４ ８ ａ ま で 横 方 向 に 測 定 さ れ た も の と す る こ と が で き 、 第 ２ の チ ャ ネ ル  
幅 Ｗ Ｃ ２ は 、 第 ２ の 当 接 壁 ４ ６ ｂ か ら 第 ２ の 非 当 接 壁 ４ ８ ｂ ま で 横 方 向 に 測 定 さ れ た も の  
と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は ま た 、 第 １ お よ び 第 ２ の チ ャ ネ ル 幅 Ｗ Ｃ １ 、 Ｗ Ｃ ２ は  
、 第 １ の 横 方 向 距 離 Ｄ Ｌ １ の ２ 倍 に 等 し く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ４ か ら ６ に 示 す よ う に 、 第 １ の 当 接 軸 線 Ａ Ａ １ の 一 部 分 は 第 ２ の 非 当 接 壁 ４ ８ ｂ に 含  
め る こ と が で き 、 第 ２ の 当 接 軸 線 Ａ Ａ ２ の 一 部 分 は 第 １ の 非 当 接 壁 ４ ８ ａ に 含 め る こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 第 ２ の 非 当 接 壁 ４ ８ ｂ が 第 １ の 当 接 軸 線 Ａ Ａ １ の 一 部 分 を 含 み 、 第 １ の 非 当 接 壁 ３ ８ ａ  
が 第 ２ の 当 接 軸 線 Ａ Ａ ２ の 一 部 分 を 含 む 本 発 明 の 実 施 形 態 で は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 凹 部 チ  
ャ ネ ル ４ ４ ａ 、 ４ ４ ｂ は 、 単 一 の 研 削 ス テ ッ プ で 生 成 す る こ と が で き る こ と を 認 識 す べ き  
で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ３ か ら ６ に 示 す よ う に 、 第 １ お よ び 第 ２ の 穴 軸 線 Ａ Ｂ １ 、 Ａ Ｂ ２ は 、 長 手 方 向 第 １ の  
平 面 Ｐ １ に 含 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 穴 軸 線 Ａ Ｂ １ 、 Ａ Ｂ ２ は 平 行 で 、  
穴 距 離 Ｄ Ｓ だ け 間 隔 を 空 け て 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は ま た 、 第 １ お よ び 第 ２ の 主 切 刃 ３ ０ ａ 、 ３ ０ ｂ は 、 長  
手 方 向 第 １ の 平 面 Ｐ １ に 平 行 に 測 定 さ れ た 第 １ お よ び 第 ２ の 主 長 さ Ｌ Ｐ １ 、 Ｌ Ｐ ２ を そ れ  
ぞ れ 有 す る こ と が で き 、 第 １ お よ び 第 ２ の 主 長 さ Ｌ Ｐ １ 、 Ｌ Ｐ ２ の そ れ ぞ れ は 、 穴 距 離 Ｄ
Ｓ の ２ 倍 よ り 長 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は さ ら に 、 長 手 方 向 第 １ の 平 面 Ｐ １ は 、 第 １ お よ び 第 ２  
の 主 切 刃 ３ ０ ａ 、 ３ ０ ｂ と 交 差 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ２ お よ び ３ に 示 す よ う に 、 第 １ の 凹 部 チ ャ ネ ル ４ ４ ａ は 、 下 面 ２ ４ に 第 １ の 空 洞 ５ ２  
ａ の 一 部 分 を 形 成 し 、 第 ２ の 凹 部 チ ャ ネ ル ４ ４ ｂ は 、 下 面 ２ ４ に 第 ２ の 空 洞 ５ ２ ｂ の 一 部  
分 を 形 成 す る 。 ２ つ の 空 洞 ５ ２ ａ 、 ５ ２ ｂ は 互 い か ら 長 手 方 向 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ 、  
横 方 向 第 ２ の 平 面 Ｐ ２ の 反 対 側 に 配 置 さ れ る 。 ま た 、 各 空 洞 ５ ２ ａ 、 ５ ２ ｂ は 長 手 方 向 第  
１ の 平 面 Ｐ １ の 周 り に 非 対 称 で あ る 。 空 洞 ５ ２ ａ 、 ５ ２ ｂ は ど ち ら も 、 主 側 面 ３ ２ ａ 、 ３  
２ ｂ の ど ち ら に も 開 口 し て い な い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 第 １ お よ び 第 ２ の 空 洞 ５ ２ ａ 、 ５ ２ ｂ を 設 け る こ と は 、 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ の 全 体 重 量  
を 軽 減 す る こ と に 寄 与 し 、 こ の こ と は 、 す で に 言 及 し た よ う に 、 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ が 大  
き な 遠 心 力 を 受 け る 高 速 フ ラ イ ス 作 業 で は 非 常 に 重 要 で あ る こ と を 認 識 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 空 洞 ５ ２ ａ は 、 第 １ の 当 接 壁 ４ ６ ａ の 方 を 向  
く 第 １ の 空 洞 壁 ５ ４ ａ を 有 す る こ と が で き 、 第 ２ の 空 洞 ５ ２ ｂ は 、 第 ２ の 当 接 壁 ４ ６ ｂ の  
方 を 向 く 第 ２ の 空 洞 壁 ５ ４ ｂ を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は ま た 、 第 １ の 空 洞 ５ ２ ａ は 第 １ の 環 状 凹 部 ３ ６ ａ に 隣  
接 す る こ と が で き 、 第 ２ の 空 洞 ５ ２ ｂ は 第 ２ の 環 状 凹 部 ３ ６ ｂ に 隣 接 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
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　 図 ３ お よ び ５ に 示 す よ う に 、 第 １ の 空 洞 ５ ２ ａ は 、 第 １ の 当 接 壁 ４ ６ ａ か ら 第 １ の 空 洞  
壁 ５ ４ ａ ま で 横 方 向 に 測 定 さ れ た 第 １ の 空 洞 幅 Ｗ Ｏ １ を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 ３ お よ び ６ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 空 洞 ５ ２ ｂ は 、 第 ２ の 当 接 壁 ４ ６ ｂ か ら 第 ２ の 空 洞  
壁 ５ ４ ｂ ま で 横 方 向 に 測 定 さ れ た 第 ２ の 空 洞 幅 Ｗ Ｏ ２ を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 空 洞 幅 Ｗ Ｏ １ は 第 １ の チ ャ ネ ル 幅 Ｗ Ｃ １ よ り  
広 く す る こ と が で き 、 第 ２ の 空 洞 幅 Ｗ Ｏ ２ は 第 ２ の チ ャ ネ ル 幅 Ｗ Ｃ ２ よ り 広 く す る こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は ま た 、 第 １ の 空 洞 幅 Ｗ Ｏ １ は 第 １ の チ ャ ネ ル 幅 Ｗ Ｃ １  
よ り ５ ０ ％ を 超 え て 広 く す る こ と が で き 、 第 ２ の 空 洞 幅 Ｗ Ｏ ２ は 第 ２ の チ ャ ネ ル 幅 Ｗ Ｃ ２  
よ り ５ ０ ％ を 超 え て 広 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 ２ お よ び ３ に 示 す よ う に 、 下 面 ２ ４ は 、 第 １ の 締 付 穴 ２ ８ ａ か ら 第 ２ の 締 付 穴 ２ ８ ｂ  
に 延 在 す る 第 ３ の 凹 部 チ ャ ネ ル ４ ４ ｃ を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 第 ３ の 凹 部 チ ャ ネ ル ４ ４ ｃ を 設 け る こ と は 、 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ の 全 体 重 量 を 軽 減 す る  
こ と に 寄 与 し 、 こ の こ と は 、 す で に 言 及 し た よ う に 、 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ が 大 き な 遠 心 力  
を 受 け る 高 速 フ ラ イ ス 作 業 で は 非 常 に 重 要 で あ る こ と を 認 識 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 第 ３ の 凹 部 チ ャ ネ ル ４ ４ ｃ を 含 む 本 発 明 の 実 施 形 態 で は 、 基 面 ３ ５ は 、 ２ つ の 横 方 向 に  
間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ た 同 一 平 面 の サ ブ 基 面 ３ ５ ’ 、 ３ ５ ’ ’ を 有 す る こ と も 認 識 す べ き で あ  
る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 ３ の 凹 部 チ ャ ネ ル ４ ４ ｃ は 、 向 き 合 っ た 第 ３ の 非  
当 接 壁 ５ ６ ａ と 第 ４ の 非 当 接 壁 ５ ６ ｂ を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は ま た 、 第 １ の 当 接 軸 線 Ａ Ａ １ の 一 部 分 は 第 ３ の 非 当 接  
壁 ５ ６ ａ に 含 め る こ と が で き 、 第 ２ の 当 接 軸 線 Ａ Ａ ２ の 一 部 分 は 第 ４ の 非 当 接 壁 ５ ６ ｂ に  
含 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 第 ３ の 非 当 接 壁 ５ ６ ａ が 第 １ の 当 接 軸 線 Ａ Ａ １ の 一 部 分 を 含 み 、 第 ４ の 非 当 接 壁 ５ ６ ｂ  
が 第 ２ の 当 接 軸 線 Ａ Ａ ２ の 一 部 分 を 含 む 本 発 明 の 実 施 形 態 で は 、 第 ３ の 凹 部 チ ャ ネ ル ４ ４  
ｃ は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 凹 部 チ ャ ネ ル ４ ４ ａ 、 ４ ４ ｂ が 生 成 さ れ る の と 同 じ 単 一 の 研 削 ス  
テ ッ プ で 生 成 す る こ と が で き る こ と を 認 識 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 図 ７ か ら １ ０ に 示 す よ う に 、 本 発 明 は ま た 、 切 削 体 ６ ０ と 、 切 削 体 ６ ０ の イ ン サ ー ト 受  
入 れ ポ ケ ッ ト ６ ２ に 取 外 し 可 能 に 固 定 さ れ た 少 な く と も １ つ の 割 出 し 可 能 な 切 削 イ ン サ ー  
ト ２ ０ と を 有 す る 、 工 具 軸 線 Ａ Ｔ を 中 心 と し て 回 転 可 能 な 切 削 工 具 ５ ８ に 関 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 切 削 体 ６ ０ は 円 筒 形 に す る こ と が で き 、 反 対 方 向 の  
前 方 Ｆ Ｄ と 後 方 Ｒ Ｄ を そ れ ぞ れ 向 く 前 端 面 ６ ６ と 後 端 面 ６ ８ と の 間 に 延 在 す る 周 壁 ６ ４ を  
有 し 、 イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト ６ ２ は 、 前 端 面 ６ ６ に 隣 接 し て 周 壁 ６ ４ に 形 成 す る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は ま た 、 イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト ６ ２ は 、 平 面 の 座 面  
７ ０ と 、 座 面 ７ ０ を 横 切 る 第 １ の 支 持 面 ７ ２ と 、 座 面 ７ ０ の 第 １ お よ び 第 ２ の ね じ 穴 ７ ４  
ａ 、 ７ ４ ｂ と 、 座 面 ７ ０ か ら 突 出 し た ノ ブ ７ ６ と を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
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　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は さ ら に 、 第 １ の 支 持 面 ７ ２ は 半 径 方 向 外 側 を 向 く こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は な お さ ら に 、 第 １ の 支 持 面 ７ ２ は 前 端 面 ６ ６ と 交 差 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は な お さ ら に 、 第 １ の 支 持 面 ７ ２ は 細 長 く 、 支 持 軸 線 Ａ
Ｓ に 沿 っ て 延 在 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 図 ８ お よ び １ ０ に 示 す よ う に 、 第 １ の ね じ 穴 ７ ４ ａ は 、 第 ２ の ね じ 穴 ７ ４ ｂ と ノ ブ ７ ６  
と の 間 に 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ お よ び 第 ２ の ね じ 穴 ７ ４ ａ 、 ７ ４ ｂ は 、 第 １ お  
よ び 第 ２ の ね じ 軸 線 Ａ Ｔ １ 、 Ａ Ｔ ２ を そ れ ぞ れ 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 図 ８ お よ び １ ０ に 示 す よ う に 、 第 １ の ね じ 穴 ７ ４ ａ は 第 ２ の ね じ 穴 ７ ４ ｂ の 前 方 に 配 置  
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 基 面 ３ ５ は 座 面 ７ ０ と 接 触 す る こ と が で き 、 第 １ お  
よ び 第 ２ の 締 付 ね じ ７ ８ ａ 、 ７ ８ ｂ は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 締 付 穴 ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ を 通 っ て  
延 在 し て 第 １ お よ び 第 ２ の ね じ 穴 ７ ４ ａ 、 ７ ４ ｂ と ね じ 係 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト ６ ２ に お け る 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ の 第 １ の 割 出 し 位 置 で は 、  
図 ７ か ら ９ に 示 す よ う に 、 第 １ お よ び 第 ２ の ね じ 穴 ７ ４ ａ 、 ７ ４ ｂ は 、 第 １ お よ び 第 ２ の  
締 付 穴 ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ に 対 し て そ れ ぞ れ 偏 心 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 第 １ お よ び 第 ２ の ね じ 穴 ７ ４ ａ 、 ７ ４ ｂ が 第 １ お よ び 第 ２ の 締 付 穴 ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ に 対  
し て 偏 心 関 係 に あ る と 、 第 １ お よ び 第 ２ の 締 付 ね じ ７ ８ ａ 、 ７ ８ ｂ を 締 め 付 け た と き に 、  
切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ が 第 １ の 支 持 面 ７ ２ の 方 に 並 進 移 動 す る こ と を 助 け る こ と を 認 識 す べ  
き で あ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は さ ら に 、 ノ ブ ７ ６ は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 凹 部 チ ャ ネ ル  
４ ４ ａ 、 ４ ４ ｂ の う ち の 一 方 の 中 に 配 置 す る こ と が で き 、 半 径 方 向 内 側 を 向 く ス ト ッ パ 面  
８ ０ を 有 す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は な お さ ら に 、 ス ト ッ パ 面 ８ ０ は 平 面 で 、 座 面 ７ ０ に 垂  
直 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ に 半 径 方 向 外 向 き の 力 Ｆ Ｒ が な い 場 合 、 図 １ １ ａ に 示 す よ う に 、 工  
具 軸 線 Ａ Ｔ に 垂 直 な 第 ３ の 平 面 Ｐ ３ で 切 り 取 っ た 断 面 に お い て 、 周 囲 側 面 ２ ６ は 第 １ の 支  
持 面 ７ ２ と 接 触 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 ３ の 平 面 Ｐ ３ は 周 壁 ６ ４ と 交 差 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は ま た 、 第 ３ の 平 面 Ｐ ３ は 座 面 ７ ０ と 交 差 す る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は さ ら に 、 第 ３ の 平 面 Ｐ ３ は 第 １ の ね じ 穴 ７ ４ ａ と 交 差  
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
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　 図 １ １ ａ に 示 す よ う に 、 反 対 側 に あ る 第 １ の 主 側 面 ３ ２ ａ と 第 ２ の 主 側 面 ３ ２ ｂ の う ち  
一 方 は 、 第 １ の 支 持 面 ７ ２ と 接 触 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 反 対 側 に あ る 第 １ の 主 側 面 ３ ２ ａ と 第 ２ の 主 側 面 ３  
２ ｂ は 、 平 面 の 第 １ の 主 側 壁 ８ ２ ａ と 第 ２ の 主 側 壁 ８ ２ ｂ を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 図 １ １ ａ に 示 す よ う に 、 第 １ お よ び 第 ２ の 主 側 壁 ８ ２ ａ 、 ８ ２ ｂ の う ち 一 方 は 、 第 １ の  
支 持 面 ７ ２ と 接 触 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 主 側 壁 ８ ２ ａ 、 ８ ２ ｂ は 研 削 す る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 研 削 イ ン サ ー ト ２ ０ を 単 一 の 研 削 ジ グ （ 図 示 せ ず ） に 取 り 付 け て 第 １ お よ び 第 ２ の 主 側  
壁 ８ ２ ａ 、 ８ ２ ｂ を 研 削 す る こ と が で き 、 し た が っ て 製 造 効 率 を 改 善 す る こ と を 認 識 す べ  
き で あ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ に 半 径 方 向 外 向 き の 力 Ｆ Ｒ が な い 場 合 は ま た 、 ノ ブ ７ ６ は 切 削 イ ン  
サ ー ト ２ ０ と 接 触 し な い で い る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 図 １ １ ａ に 示 す よ う に 、 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ に 半 径 方 向 外 向 き の 力 Ｆ Ｒ が な い 場 合 、 第  
１ お よ び 第 ２ の 当 接 壁 ４ ６ ａ 、 ４ ６ ｂ の う ち の 一 方 と ス ト ッ パ 面 ８ ０ と の 間 に 隙 間 Ｇ が あ  
り 得 る こ と を 認 識 す べ き で あ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 第 １ お よ び 第 ２ の 当 接 壁 ４ ６ ａ 、 ４ ６ ｂ 、 な ら び に 第 １ お よ び 第 ２ の 主 側 壁 ８ ２ ａ 、 ８  
２ ｂ が 研 削 さ れ る こ と に よ っ て 、 隙 間 Ｇ は 非 常 に 正 確 で 、 ０ ． ０ ５ か ら ０ ． ２ ０ ｍ ｍ の 範  
囲 で あ る こ と も 認 識 す べ き で あ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 図 １ １ ａ は 、 本 発 明 を 理 解 し や す く す る た め に 誇 張 し た 縮 尺 で 隙 間 Ｇ を 示 し て い る こ と  
を さ ら に 認 識 す べ き で あ る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 さ ら に 、 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ に 半 径 方 向 外 向 き の 力 Ｆ Ｒ が な い 場 合 、 長 手 方 向 第 １ の 平  
面 Ｐ １ は 支 持 軸 線 Ａ Ｓ に 実 質 的 に 平 行 に な る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 図 １ １ ｂ に 示 す よ う に 、 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ に 十 分 大 き な 半 径 方 向 外 向 き の 力 Ｆ Ｒ が あ  
る 場 合 、 例 え ば 、 毎 分 ３ ０ ， ０ ０ ０ 回 転 よ り 速 い 高 速 フ ラ イ ス 作 業 中 、 第 １ お よ び 第 ２ の  
当 接 壁 ４ ６ ａ 、 ４ ６ ｂ の 一 方 が ス ト ッ パ 面 ８ ０ に 接 触 し て 、 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ が ノ ブ ７  
６ に よ っ て 半 径 方 向 に 支 持 さ れ る ま で 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ は 再 位 置 決 め を 受 け る こ と が で  
き る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 し た が っ て 、 図 １ １ ｂ に 示 す よ う に 、 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ に 十 分 大 き な 半 径 方 向 外 向 き  
の 力 Ｆ Ｒ が あ る 場 合 、 第 １ お よ び 第 ２ の 当 接 壁 ４ ６ ａ 、 ４ ６ ｂ の う ち の 一 方 と ス ト ッ パ 面  
８ ０ と の 間 に 隙 間 を な く す こ と が で き る こ と を 認 識 す べ き で あ る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 第 １ お よ び 第 ２ の チ ャ ネ ル 深 さ Ｄ Ｃ １ 、 Ｄ Ｃ ２ が 、 そ れ ぞ れ 、 第 １ お よ び 第 ２ の 最 小 穴  
直 径 Ｄ Ｂ Ｍ Ｉ Ｎ １ 、 Ｄ Ｂ Ｍ Ｉ Ｎ ２ の 少 な く と も ５ 分 の １ で あ る 本 発 明 の 実 施 形 態 で は 、 第  
１ お よ び 第 ２ の 当 接 壁 ４ ６ ａ 、 ４ ６ ｂ の う ち の 一 方 と ス ト ッ パ 面 ８ ０ と の 間 の 接 触 が 強 い  
こ と も 認 識 す べ き で あ る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ に 十 分 大 き な 半 径 方 向 外 向 き の 力 Ｆ Ｒ が あ る 場 合 は ま た 、 図 １ １ ｂ  
に 示 す よ う に 、 第 ３ の 平 面 Ｐ ３ で 切 り 取 っ た 断 面 に お い て 、 周 囲 側 面 ２ ６ は 第 １ の 支 持 面  
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７ ２ と 接 触 し な い で い る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ に 十 分 大 き な 半 径 方 向 外 向 き の 力 Ｆ Ｒ が あ る 場 合 は さ ら に 、 工 具 軸  
線 Ａ Ｔ に 垂 直 な 任 意 の 平 面 で 切 り 取 っ た 断 面 に お い て 、 周 囲 側 面 ２ ６ は 第 １ の 支 持 面 ７ ２  
と 接 触 し な い で い る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 図 ７ か ら １ ０ に 示 す よ う に 、 イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト ６ ２ は 、 座 面 ７ ０ を 横 切 る 第 ２  
の 支 持 面 ８ ４ を 有 す る こ と が で き 、 反 対 側 に あ る 第 １ の 副 側 面 ３ ４ ａ と 第 ２ の 副 側 面 ３ ４  
ｂ の う ち の 一 方 は 、 第 ２ の 支 持 面 ８ ４ と 接 触 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 ２ の 支 持 面 ８ ４ は 第 １ の 支 持 面 ７ ２ か ら 間 隔 を 空  
け て 配 置 す る こ と が で き 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 第 １ の 支 持 面 ７ ２ と 第 ２ の 支 持 面 ８ ４ は  
鋭 角 の 外 側 ポ ケ ッ ト 角 α １ を 成 す こ と が で き る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 十 分 大 き な 半 径 方 向 外 向 き の 力 Ｆ Ｒ が あ る 場 合 、 第 ２ の 支 持 面 ８ ４ は 、 外 側 ポ ケ ッ ト 角  
α １ が 鋭 角 で あ る た め 、 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ を 半 径 方 向 に 支 持 す る こ と が で き る こ と を 認  
識 す べ き で あ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 ポ ケ ッ ト 角 α １ は ６ ０ 度 以 下 に す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は ま た 、 反 対 側 に あ る 第 １ の 副 側 面 ３ ４ ａ と 第 ２ の 副 側  
面 ３ ４ ｂ は 、 平 面 の 第 １ お よ び 第 ２ の 副 側 壁 ８ ６ ａ 、 ８ ６ ｂ を 含 む こ と が で き 、 第 １ お よ  
び 第 ２ の 副 側 壁 ８ ６ ａ 、 ８ ６ ｂ の う ち の 一 方 は 、 第 ２ の 支 持 面 ８ ４ と 接 触 す る こ と が で き  
る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は さ ら に 、 第 １ お よ び 第 ２ の 副 側 壁 ８ ６ ａ 、 ８ ６ ｂ は 研  
削 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 研 削 イ ン サ ー ト ２ ０ を 単 一 の 研 削 ジ グ （ 図 示 せ ず ） に 取 り 付 け て 第 １ お よ び 第 ２ の 副 側  
壁 ８ ６ ａ 、 ８ ６ ｂ を 研 削 す る こ と が で き 、 し た が っ て 製 造 効 率 を 改 善 す る こ と を 認 識 す べ  
き で あ る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 図 １ ０ 、 １ １ ａ 、 お よ び １ １ ｂ に （ ｉ ｎ   ｉ ｎ ） 示 す よ う に 、 ノ ブ ７ ６ は 、 ス ト ッ パ 面  
８ ０ か ら 離 れ る 方 向 を 向 く 、 半 径 方 向 外 向 き の 非 ス ト ッ パ 面 ８ ８ を 有 す る こ と が で き 、 ス  
ト ッ パ お よ び 非 ス ト ッ パ 面 ８ ０ 、 ８ ８ は 、 第 ２ の 横 方 向 距 離 Ｄ Ｌ ２ だ け 間 隔 を 空 け て 配 置  
す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 ２ の 横 方 向 距 離 Ｄ Ｌ ２ は 、 第 １ の 横 方 向 距 離 Ｄ Ｌ
１ の ２ 倍 よ り 長 く す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 第 ２ の 横 方 向 距 離 Ｄ Ｌ ２ が 第 １ の 横 方 向 距 離 Ｄ Ｌ １ の ２ 倍 よ り 長 い 本 発 明 の 実 施 形 態 で  
は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 空 洞 ５ ２ ａ 、 ５ ２ ｂ は 、 頑 丈 な ノ ブ ７ ６ を 収 容 す る よ う に 追 加 の 空  
間 を 提 供 す る こ と を 認 識 す べ き で あ る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 座 面 ７ ０ は 第 ４ の 平 面 Ｐ ４ を 画 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 ４ の 平 面 Ｐ ４ に 垂 直 の 仮 想 直 線 Ｌ は 、 第 １ お よ び  
第 ２ の 環 状 凹 部 ３ ６ ａ 、 ３ ６ ｂ の 任 意 の 点 と 第 ４ の 平 面 Ｐ ４ と の 間 を イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ  
ケ ッ ト ６ ２ の 別 の 部 分 と 交 差 す る こ と な く 延 在 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ １ 】
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　 本 発 明 を あ る 程 度 詳 細 に 説 明 し て き た が 、 以 下 に 特 許 請 求 さ れ る 本 発 明 の 趣 旨 ま た は 範  
囲 か ら 逸 脱 し な い で 、 さ ま ざ ま な 変 更 お よ び 修 正 を 行 う こ と が で き る こ と を 理 解 す べ き で  
あ る 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ ａ 】 【 図 １ １ ｂ 】
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【 図 １ ２ 】
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